
団体名：新宿こども食堂たんすまち 

活動地域：新宿区 

助成額：99,905 円、助成回数：2回 

ホームページ：https://www.shinjuku-kodomoshokudo.com/ 

Facebook：https://www.facebook.com/kodomoshokudo.shinjuku/ 

 

【当初の目的に対しての結果】 

一般家庭とひとり親家庭では、毎月の食費の支出の差が 1～2 万あるという統計がある。１～2 万円の食材はレジ袋で 4 袋、20 キ

ロ程度になってしまうため、持ち帰りが困難となり、利用者の利便性は低い。また、こちらの都合で日程を決めるパントリー方式で

は、非正規雇用で経済的困窮度の高い世帯ほど仕事と重なって参加できなかったり、そもそも自転車やキャリーバッグを持っていな

いため、小さい子や障害児の手を引いての参加が叶わない状況だった。そこで、不足分を補うに足る十分な量の食品を確実に届ける

ために、コストが掛かることを受容して宅配便を利用したことで、確実にニーズの高い家庭に食品を届けることができた。  

 

【主催者の感想】 

当初の目的が達成できたほかに、予期しなかったプラスの効果として、DV などから逃げて離婚調停中の利用者や、経済的 DV を受

けている世帯などにも、センター留め置きやロッカーやコンビニでの受取などスマホできめ細かく時間指定などの宅配事業者のサー

ビスが使えるため、確実に食品を届けることができた。また、年明けからの 2万人を超える感染拡大期には、常に感染している利用

家庭があったが、ボランティアと接触せずに食品を渡せるため、活動の継続性が担保された。感染家庭には置き配で受取ってもらう

ことができたため、感染中であっても食品を渡せた。 

 

【支援を受けられた方の声】 

・いつもよりお米がたくさん入っていて、助かります。 

・お米が家にあると思うと安心感が違う。 

・中 3の双子にお腹いっぱいお代わりさせました。 

https://www.shinjuku-kodomoshokudo.com/
https://www.facebook.com/kodomoshokudo.shinjuku/


・食べるものならあるという気持ちで、前向きに就職活動ができた。 

・いつもお米をありがとうございます！ 

・大きくて立派なリンゴだったので、リンゴが好きなこどもが歓声を上げていました。ありがとうございます。"  

  

【その他、意見・要望など】 

年度の始めには、自己資金に余裕がなく、令和 3年度に自己資金が底をつく可能性もあったが、無事に寄付食品と寄付金を集め続

けることができ、活動継続する資金的な基盤はできてきた。その分、貴助成の資金に手を付ける時期が遅れ、慌ただしくてご迷惑を

おかけしました。令和 3年度の後半から、徐々に他団体のパントリーや宅食事業が増え、利用家庭は複数箇所からの支援を受けられ

るようになってきたため、食支援ニーズは大分満たされてきたようだ。令和 3 年度の終わりには、「もらったけど食べきれないから

おすそ分けしたい」と自発的に利用者間でフードドライブも始まっているため、持ち帰れないほどの食品を配達する宅食事業は終了

してもよい状況になってきたため、令和 4年度は利用者に持ち帰りしてもらうパントリー事業に変更して、食支援を縮小しながら継

続することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


